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1組 2組 3組 4組 5組
分数を使用 12 9 9 5 7


























神奈川大学心理 .教育研究冷塊 第 30号 (20Ll年 3ノ131日)
ている｡この生徒についてはいつも何を考えて
いるのかわからないところがあったので,後で
少 し事情を聞いてみたところ内容をよく理解 し
それ以後は授業でもよくわかるようになった｡
他にも何人かの生徒にこのような形で交流 し生
徒の実態を把握することができた｡む しろこち
らの利用の仕方が大事ではないかと考えている｡
因数分解を作らせてみるということは,ちょっ
とした思いつきで試みたことであったが,難 し
いとされる因数分解を展開公式の逆ととらえる
と,このように生徒に問題を作らせるというこ
と発想は自然なことであろう｡
不定積分を求めるのに,実は微分を考えて求
めるというのが要領であることもその 1例であ
ろう｡幾何学で逆の研究をすることから新 しい
問題ができることはよく知られていることであ
る｡2)
また古くは大正中期から昭和の初期にかけて
児童中心主義思想を背景にした算術教育実践が
そのルーツである｡3)
問題作 りをさせるという発想をさらに他の領
域でも実施 し指導法の 1つの改善になれば幸い
である｡本文を参考に指導法の工夫をして行く
ことで数学科教育法の改善をすることができれ
ば幸いである｡
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